
OpenSSLを使用した証明書のSAN値の設定
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はじめに

このドキュメントでは、OpenSSLで作成された証明書に複数のサブジェクト代替名(SAN)値を設
定する方法について説明します。

前提条件

要件

次の項目に関する基本的な知識が推奨されます。

Secure Socket Layer(SSL)証明書•
OpenSSL•
Linuxコマンド•
SANの•

使用するコンポーネント

このドキュメントの情報は、次のソフトウェアのバージョンに基づいています。

OpenSSLバージョンCiscoSSL 1.1.1j.7.2sp.230•
内部認証局(CA)•

このドキュメントの情報は、特定のラボ環境にあるデバイスに基づいて作成されました。このド
キュメントで使用するすべてのデバイスは、クリアな（デフォルト）設定で作業を開始していま
す。本稼働中のネットワークでは、各コマンドによって起こる可能性がある影響を十分確認して
ください。



背景説明

現在、証明書にSANの値を使用することは一般的な方法であり、リモートアクセス
VPN(RAVPN)認証用のSSL証明書やZero Trust Network Access(ZTNA)アプライアンスなどのさま
ざまなアプリケーションに不可欠です。これらのアプリケーションでは、異なるドメイン名また
はIPアドレスを安全にサポートするために、複数のSAN値を含む証明書が必要になることがよく
あります。

 
Cisco Firepower Management Center(FMC)などのツールやその他のCSRジェネレータによって生
成された証明書署名要求(CSR)には、通常、デフォルトでは複数のSAN値を追加するオプション
が含まれていません。この制限により、証明書に含まれるSAN値が1つだけになり、現代のネッ
トワーク環境の要件を満たすことができません。

設定

この制限を克服するために、推奨されるアプローチは、OpenSSLなどのツールを使用してSAN値
をCSRに直接追加することです。これにより、認証局(CA)がCSRに署名する際に、生成される証
明書に必要なSANエントリが含まれるようになります。 このプロセスの鍵は、OpenSSL設定を
変更するか、SAN値を指定する適切なコンフィギュレーションファイルを使用することです。こ
のように、CSRはSAN拡張を明示的に組み込むため、CAは必要に応じて複数のSANを含む証明
書を発行できます。

注：サードパーティまたは既知のCAを使用する場合は、CAがCSRのカスタムSAN値をサポ
ートしていることを確認してから送信してください。

ステップ 1：RSA秘密キーの作成

openssl genrsa -out <key_name>.key 4096コマンドを使用します。

 
<#root>

root@host1:/home/admin/certificate# 

openssl genrsa -out privatekey.key 4096

 

ステップ 2：設定ファイルの作成

このファイルには、CSRに含めるSAN値を指定します。

1.<config_file_name>.confという名前の設定ファイルを作成し、テキストエディタで編集します
。たとえば、<config_file_name>.confコマンドをVimで実行します（別のテキストエディタを使用
できます）。

 



<#root>
vim config.conf

 

2. 次の内容を追加し、プレースホルダ値を、実際の証明書の詳細と、[alt_names]セクションの下
の目的のSANエントリに置き換えます。

 
<#root>
[ req ] 

 

default_bits = 4096 

 

default_md = sha256 

 

prompt = no 

  

distinguished_name = req_distinguished_name 

 

req_extensions = v3_req

 
 

[ req_distinguished_name ] 

 

countryName = 

 
 
 
        

stateOrProvinceName = 

 
 
 
        

localityName = 

 
 
 
        

organizationName = 

 
 
 



        
 
 
         
 
 
 
 

organizationalUnitName = 

 
 
 
        
 
 
         
 
 
 
 

commonName = 

 
 
 
        
 

[ v3_req ] 

 

subjectAltName = @alt_names 

 

[ alt_names ]  

DNS.1 = 

 

 

        

 

 

         

DNS.2 = 

 

 

         

 

 

          

DNS.3 = 

 

 

          

 

 

           

DNS.4 = 

 

 

           

 



 

            

 

 

 

            

 

 

 

           

 

 

          

 

 

         

 

 

 

 

ステップ 3：秘密キーとコンフィギュレーションファイルを使用したCSRの要求

以前作成した秘密キーと設定ファイルを使用し、コマンドopenssl req -new <key_name>.key -
config <conf_name>.conf -out <CSR_Name>.csrでCSRを作成します。

 
<#root>
openssl req -new -key privatekey.key -config config.conf -out CSR.csr

 

注：このコマンドを実行するときは、秘密キーとコンフィギュレーションファイルが同じデ
ィレクトリにあることを確認してください。

コマンドを実行すると、<CSR_name>.csrファイルがフォルダに表示されます。これは、署名の
ためにCAサーバに送信する必要があるCSRファイルです。

確認

openssl req -text -noout -verify -in CSR.csrコマンドを実行して、CSRでSANの値が使用可能であ
ることを確認します。

 
<#root>

root@FTD1:/home/admin/TZSANValue# openssl req -text -noout -verify -in CSR.csr 
verify OK 
Certificate Request: 
Data: 
Version: 1 (0x0) 
Subject: C = US, ST = California, L = San Francisco, O = Cisco, OU = VPN, CN = <Domain Name> 
Subject Public Key Info: 



Public Key Algorithm: rsaEncryption 
RSA Public-Key: (4096 bit) 
Modulus: 
00:de:6a:85:c6:1b:33:8c:14:a4:5b:0b:f8:fb:5a: 
c8:a3:2e:b6:74:63:0c:4e:ad:05:24:bd:16:ad:cc: 
a3:b9:a3:3b:f4:c7:52:9d:f2:02:ff:67:49:0f:cc: 
64:e2:9a:70:53:9b:68:88:f1:92:1e:09:9c:fc:34: 
76:31:c4:0a:e8:ce:de:61:8f:fb:1e:02:f9:a6:57: 
78:c7:86:71:e9:46:d8:70:88:c0:c6:0d:93:83:ae: 
45:05:e6:b4:ca:26:39:b9:8e:42:6d:de:43:92:a7: 
c4:4d:11:7c:01:4a:d5:b9:bf:b7:5e:f6:a8:2d:4a: 
78:98:36:25:89:a3:52:1c:63:8a:40:f6:6f:84:b3: 
8d:c7:b0:dd:29:b7:4a:e7:41:76:cc:b5:a7:87:ca: 
90:9d:04:c2:cf:b8:66:8e:8c:50:5e:3d:26:75:ea: 
97:bd:8c:a3:fe:77:30:52:6c:38:30:10:e8:a9:9f: 
cc:ab:f8:85:fd:c8:c6:c2:88:39:42:e7:7d:41:51: 
48:44:78:ae:82:dd:e6:96:cb:eb:15:13:3e:a0:e3: 
86:03:b1:c3:fa:fc:5e:db:7c:79:bf:54:06:54:dc: 
9c:4e:83:de:97:7a:c0:e1:18:70:ba:d8:f8:20:69: 
58:52:23:4a:6f:78:e4:7f:f7:cb:b6:2f:be:59:db: 
cf:d5:d5:7c:49:12:e1:9c:ef:24:83:0e:80:94:48: 
01:ce:6f:ce:61:c3:a5:aa:bb:98:45:d3:f1:26:99: 
02:5a:b1:84:73:8b:31:94:1d:00:4b:96:60:c6:55: 
52:7c:f5:62:25:cd:17:eb:7a:1d:c3:0d:53:23:8f: 
c3:ce:94:42:35:6a:13:ac:db:76:ac:fc:9d:8d:a1: 
39:05:c2:1b:27:04:4f:67:bc:22:58:1d:91:b4:85: 
b0:99:44:7d:e9:55:ce:ca:bd:c0:42:26:9c:f8:88: 
26:d5:74:5d:43:c4:ba:9c:25:6c:0f:b9:2e:59:91: 
a8:d1:01:b4:2c:63:40:46:8f:9a:e2:34:02:00:81: 
39:cc:6b:3a:39:ff:c1:aa:c5:80:d1:ed:66:15:94: 
a5:25:e8:2c:3a:52:b2:de:f5:03:76:26:be:9d:8f: 
84:5c:f4:78:6f:f1:64:55:2a:f0:b0:1e:23:3c:b6: 
65:1a:6c:ba:4a:e1:c0:cf:22:cc:cd:e8:59:ce:75: 
60:14:c0:c7:dd:e0:61:34:77:a6:d6:cc:c2:5e:5e: 
15:e0:37:c3:f4:ed:a3:c0:69:52:78:38:b7:b3:d7: 
42:49:97:ff:23:76:80:5b:0b:cd:5e:2f:7e:30:c7: 
77:91:bb:b8:52:24:ad:c5:86:8e:9b:18:e0:2e:ea: 
e2:bb:83 
Exponent: 65537 (0x10001) 
Attributes: 
Requested Extensions: 
X509v3 Subject Alternative Name:  

DNS: 

 

 

        

 

 

       , DNS: 

 

 

         

 

 

        , DNS: 

 

 

          

 

 

         , DNS: 

 



 

           

 

 

          

 

 

         

 

 

 

 
Signature Algorithm: sha256WithRSAEncryption 
60:9b:12:b8:f8:e8:07:3f:d7:e7:73:f9:4e:d4:a9:28:7f:1d: 
30:44:2b:16:88:dc:d6:01:39:ee:c0:06:71:61:90:ad:b4:c3: 
f0:ea:eb:bb:4f:8b:11:68:fe:3c:24:ae:a6:bc:cb:68:4a:21: 
77:bb:85:37:91:a3:fa:0c:ee:ce:b1:78:5f:fc:cb:d5:c6:2a: 
ae:2d:41:df:0f:3d:d4:eb:8e:83:4c:8c:10:d0:81:42:62:0c: 
e6:19:e1:2e:14:ef:46:cd:32:20:64:1a:0d:32:44:57:b7:3d: 
76:f3:4c:b9:61:51:a6:20:cf:6d:37:ca:b6:b3:4e:ea:36:16: 
bb:a9:ec:8a:6d:5b:a0:c8:1a:fe:b5:8c:08:86:7f:c5:a9:f1: 
d9:2c:7e:5a:f4:ca:e8:c2:4b:44:70:35:e2:80:ea:ad:12:7c: 
70:5e:2c:c9:1f:db:9b:0e:f7:cf:68:a3:93:da:33:18:f2:6c: 
8e:4f:2b:ed:04:9d:c0:58:2e:66:d6:dc:25:30:6c:19:54:a2: 
9f:68:7d:e7:63:d7:a9:db:6b:6e:e5:53:b4:27:84:98:dc:bc: 
65:47:25:ae:7e:02:62:5c:c8:da:83:34:4e:5b:52:5d:5b:76: 
bc:47:8f:cc:57:e0:b8:55:2b:6b:78:b0:e1:04:4a:1b:4b:20: 
6d:e3:01:06:58:99:1c:1d:15:fb:2b:48:9a:b1:ad:84:fc:ed: 
b2:31:98:5d:a2:97:26:69:0e:e6:0d:b4:2c:9b:40:7a:34:99: 
e9:11:40:66:79:e1:0c:a9:7d:e7:47:bb:96:59:5a:af:f4:b3: 
dc:73:5e:dc:8b:f5:97:88:b3:9d:0f:e0:fb:8a:63:a6:1e:af: 
af:19:ea:c6:33:2a:97:a9:f1:bd:cf:67:54:5c:30:bf:1e:5b: 
1c:68:9f:ba:91:4b:2f:3a:05:c5:be:43:fc:1a:0c:e1:32:29: 
2a:08:04:a7:00:32:33:5b:19:56:17:61:e3:8d:7d:a3:b2:f9: 
a8:9d:24:a6:9c:9c:ab:12:09:c3:b3:12:db:8b:8b:39:5b:f8: 
09:5e:a0:48:eb:e0:8e:f3:cb:83:d2:89:43:c4:64:06:30:ec: 
fa:69:ed:96:08:67:b0:20:48:d8:e9:b2:1e:1b:66:0b:80:3e: 
81:0e:cd:2b:a6:5e:07:de:40:b1:70:bd:b8:fb:bf:30:ad:b9: 
66:6b:a2:48:da:4e:27:ab:ae:06:13:ec:61:1f:79:bc:e6:c1: 
4a:ef:75:f4:a1:bf:28:3d:f2:99:de:f3:71:84:cf:1c:58:17: 
4d:66:97:8a:fe:f9:1c:77:ab:5d:b2:d9:20:93:ff:a3:c2:7c:

 

CA認証局から署名付き証明書が返されたら、証明書を開きます。Detailsメニューに移動し、
Subject Alternative Namesを見つけます。証明書自体のSAN値を確認できます。





翻訳について
シスコは世界中のユーザにそれぞれの言語でサポート コンテンツを提供するために、機械と人に
よる翻訳を組み合わせて、本ドキュメントを翻訳しています。ただし、最高度の機械翻訳であっ
ても、専門家による翻訳のような正確性は確保されません。シスコは、これら翻訳の正確性につ
いて法的責任を負いません。原典である英語版（リンクからアクセス可能）もあわせて参照する
ことを推奨します。


